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大規模な最小二乗問題

を解くロバストな反復解法を提案し, その理論的性質を

明らかにし, その有効性を数値実験により検証する.

を用いて

または

を反復法を用いて解く.

最小二乗問題は, 曲線のあてはめ, 統計モデリング, 測地, 写真測量, 信号処理, 制御, 逆問題や積分方程式の解法など, 科学・工学でよ

く現れる.

大規模問題に対しては, 従来, 正規方程式 に（前処理付き）共役勾配法（ＣＧ法）を適用するのが主流であった.

しかい, それだと条件の悪い問題では収束が遅い.

そこで, 本研究ではZhang and Oyanagi(1991)にならい, 正方行列を係数行列にもつ最小二乗問題 に変形し,

ロバストなクリロフ部分空間反復法である一般化残差最小化法(GMRES法）を適用することを考える(AB-GMRES法）.

さらに, にGMRES法を適用することも考える（BA-GMRES法）.

状況設定

GMRES(k)法 Generalized Minimum Residual (k) method

連絡先： 速水 謙（Ken HAYAMI）／ 国立情報学研究所 情報学プリンシプル研究系 教授
TEL : 03-4212-2553       FAX : 03-4212-2553 Email : hayami@nii.ac.jp
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の最小二乗解を与える

なくに対して破綻すること任意の初期解

法は任意の右辺
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分空間反復法：ロバストなクリロフ部

に対する連立一次方程式 )( nnRAbAx ×∈=



BA-GMRES 法： 
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フルランクな場合 
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定理３ 
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数値実験例 
 
優決定問題（ )320,000,1 == nm  

条件数：  2102×

 
条件数：  8101×

 
 
劣決定問題（ )000,1,320 == nm  

条件数：  8101×
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